
－

－

－

－

－

－

年 月 日

土工　掘削　130㎥

舗装工　表層（歩道部）　937㎡，上層路盤（歩道部）937㎡，乳剤系カラー舗装　3594㎡

仮設工　交通誘導警備員費　224人日

路面標示工　ピクトサインシール（距離表示）　9箇所，溶融式区画線設置工（白実線幅15cm）　266.9m

溶融式区画線設置工（矢印記号文字）　266.9m，クラック補修工　414m，区画線消去工　315.2ｍ，区画線跡補修工　1式

施

工

（

実

施

）

理

由

　本工事は，武蔵野の路の通行環境の改善を図るため実施するものです。

設

計

説

明

　工　事　内　容　　　　　　　

令和７年度武蔵野の路（二子・是政コース）拡幅工事その3

撤去工　舗装版切断　950.0m，舗装版破砕　47㎡

土砂等運搬　殻運搬（アスコン塊）　2㎥，濁水運搬工　1回，土砂等運搬　（土砂）150㎥　（玉石）8㎥　（雑草混じり土）120㎥

建設廃材処理　建設廃材処理費（アスコン塊）　2㎥，（濁水） 1.24㎥

発生土処理費（指定処分B） 150㎥，（指定処分B　玉石）　8㎥，（泥土，ヘドロ等雑草混じり土）　120㎥

工 期 （ 実 施 期 間 ） 令和 ８ ２ 27

調　　布　　市

内訳 消 費 税 相 当 額 ￥

総 工 費 ￥

令和７年度武蔵野の路（二子・是政コース）拡幅工事その3

総　工　費 ￥ －

工 事 価 格 ￥

節 工事請負費
一 般 会 計

施 工 （ 実 施 ） 箇 所 調布市多摩川7丁目30番地先から染地2丁目51番地先まで 工事（委託）番号　第 20 号

令 和 ７ 年 度
款 土木費 項 道路橋りょう費 目 道路新設改良費

工　　事　　設　　計　　書



 

 

 

 

 

  

 

 

案 内 図 

工事場所： 調布市多摩川７ 丁目３ ０ 番地先から 染地２ 丁目５ １ 番地内先ま で 



金　 　 　 額
円

          調    布    市    

[

摘　 　 　 　 　 　 　 　 要内容( 数量)

工総  1-001

種　 　 別　 　 内　 　 訳

直接工事費
    武蔵野の路（ 二子・ 是政コ ース ） 拡幅工事  
                                            

【 直接工事費計】

　 　 共通仮設費計

【 純工事費計】

　 　 現場管理費

【 工事原価計】

　 　 一般管理費等

【 工事費計】

【 工事価格計】

　 　 消費税及び地方消費税の額

【 請負目途額計】

令和７ 年度武蔵野の路（ 二子・ 是政コ ース ） 拡幅工事その３                           

一　 式

一　 式

一　 式

一　 式

一　 式

工　 事　 費　 総　 括　 書

]工事件名



[

金　 　 　 額
円

摘　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 要

総

令和７ 年度武蔵野の路（ 二子・ 是政コ ース ） 拡幅工事その３                           

1-001          調    布    市    

内容（ 数量）

一　 式

一　 式

一　 式

一　 式

一　 式

一　 式

一　 式

一　 式

一　 式

一　 式

第　 　 １ 号表内訳のと おり

第　 　 ２ 号表内訳のと おり

第　 　 ３ 号表内訳のと おり

第　 　 ４ 号表内訳のと おり

第　 　 ５ 号表内訳のと おり

第　 　 ６ 号表内訳のと おり

                                        

総　 括　 書　 　 　 　 　  　 　 工　 事

工 事 区 分 ・ 工 種 ・ 種 別 　

実施細目様式－４

[ ]事業区分名

]工事件名

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

武蔵野の路（ 二子・ 是政コ ース ） 拡幅工事  

道路改良                                    

  道路土工                                

    撤去工                                  

    土工                                    

    舗装工                                  

  仮設工                                  

    仮設工                                  

  路面標示工                              

    路面標示工                              

直接工事費計　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

  共通仮設費（ 率分） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

共通仮設費計　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

純工事費計　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

現場管理費　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

工事原価計　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

一般管理費等　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

工事費計　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

工事価格

消費税及び地方消費税の額

請負目途額



金　 　 　 額
円

摘　 　 　 　 　 要

内          調    布    市    1-001

単　 　 　 価

[ 名]

第 号

工事 武蔵野の路（ 二子・ 是政コ ース ） 拡幅工事  

　 　 １ 　 　

単位数　 　 量

      950. 0  

       47    

        2    

        1    

      150    

        8    

      120    

        2    

        1. 24 

      150    

種　 別　 内　 訳　 書

ｍ   
   

ｍ2  
   

ｍ3  
   

回   
   

ｍ3  
   

ｍ3  
   

ｍ3  
   

m3   
   

m3   
   

m3   
   

形　 状・ 寸　 法

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

撤去工                  
                

  撤去工                
                        
                        
                        

    舗装版切断          
                        
                        
                        

    舗装版破砕          
                        
                        
                        

  土砂等運搬            
                        
                        
                        

    殻運搬（ 歩道　 アス コ
    ン塊　 4t 車）         
                        
                        

    濁水運搬            
                        
                        
                        

    土砂等運搬（ 4t ）     
                        
                        
                        

    土砂等運搬          
                        
                        
                        

    土砂等運搬          
                        
                        
                        

  建設廃材処理          
                        
                        
                        

    建設廃材処理費（ アス
    コ ン塊　 2t ）         
                        
                        

    建設廃材処理費　 舗装
    版切断に伴う 濁水    
                        
                        

    発生土処理費        
                        
                        
                        

                    
                    

                    
                    

As舗装版 15cm以下   
                    

As舗装版 15cm以下 積
込有                

                    
                    

片道8. 0km以下       
                    

片道運搬距離7. 5㎞   
                    

土砂 片道3. 0km以下  
                    

玉石 片道3. 0km以下  
                    

雑草混じ り 土        
                    

                    
                    

                    
                    

                    
                    

指定処分（ Ｂ ）       
                    

実施細目様式－４ の２

種　 別・ 細　 別・ 内　 訳



金　 　 　 額
円

摘　 　 　 　 　 要

内          調    布    市    1-002

単　 　 　 価

[ 名]

第 号

工事 武蔵野の路（ 二子・ 是政コ ース ） 拡幅工事  

　 　 １ 　 　

単位数　 　 量

        8    

      120    

種　 別　 内　 訳　 書

m3   
   

m3   
   

形　 状・ 寸　 法

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

    発生土処理費        
                        
                        
                        

    建設廃材処理費　 泥土
    、 ヘド ロ 等          
                        
                        

指定処分（ Ｂ ）       
                    

雑草混じ り 土        
                    

実施細目様式－４ の２

種　 別・ 細　 別・ 内　 訳



金　 　 　 額
円

摘　 　 　 　 　 要

内          調    布    市    1-003

単　 　 　 価

[ 名]

第 号

工事 武蔵野の路（ 二子・ 是政コ ース ） 拡幅工事  

　 　 ２ 　 　

単位数　 　 量

      130    

種　 別　 内　 訳　 書

ｍ3  
   

形　 状・ 寸　 法

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

土工                    
                

  土工                  
                        
                        
                        

    掘削                
                        
                        
                        

                    
                    

                    
                    

土砂                
                    

実施細目様式－４ の２

種　 別・ 細　 別・ 内　 訳



金　 　 　 額
円

摘　 　 　 　 　 要

内          調    布    市    1-004

単　 　 　 価

[ 名]

第 号

工事 武蔵野の路（ 二子・ 是政コ ース ） 拡幅工事  

　 　 ３ 　 　

単位数　 　 量

      937    

      937    

    3, 594    

種　 別　 内　 訳　 書

ｍ2  
   

ｍ2  
   

㎡   
   

形　 状・ 寸　 法

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

舗装工                  
                

  舗装（ 5センチ）        
                        
                        
                        

    表層（ 歩道部）       
                        
                        
                        

    上層路盤（ 歩道部）   
                        
                        
                        

  歩道舗装（ カラ ー舗装）
                        
                        
                        

    アス フ ァ ルト 乳剤系カ
    ラ ー舗装            
                        
                        

                    
                    

                    
                    

再生密粒度MF 平均仕
上厚５ ０ mm          
 

RM-40 全仕上厚１ ０ ０
mm 1層施工          

                    
                    

                    
                    

実施細目様式－４ の２

種　 別・ 細　 別・ 内　 訳



金　 　 　 額
円

摘　 　 　 　 　 要

内          調    布    市    1-005

単　 　 　 価

[ 名]

第 号

工事 武蔵野の路（ 二子・ 是政コ ース ） 拡幅工事  

　 　 ４ 　 　

単位数　 　 量

      224    

種　 別　 内　 訳　 書

人日 
   

形　 状・ 寸　 法

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

仮設工                  
                

  仮設工                
                        
                        
                        

    交通誘導警備員費    
                        
                        
                        

                    
                    

                    
                    

交通誘導警備員Ｂ     
                    

実施細目様式－４ の２

種　 別・ 細　 別・ 内　 訳



金　 　 　 額
円

摘　 　 　 　 　 要

内          調    布    市    1-006

単　 　 　 価

[ 名]

第 号

工事 武蔵野の路（ 二子・ 是政コ ース ） 拡幅工事  

　 　 ５ 　 　

単位数　 　 量

        9    

      266. 9  

      315. 2  

      414    

        1    

種　 別　 内　 訳　 書

箇所 
   

ｍ    
   

ｍ    
   

ｍ    
   

式   
   

形　 状・ 寸　 法

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

                    
                    
                    
                    

路面標示工              
                

  路面標示シール        
                        
                        
                        

    ピ ク ト サイ ンシール  
                        
                        
                        

  区画線工              
                        
                        
                        

    溶融式区画線設置工(  
    機･労･材) ( 昼間)      
                        
                        

  区画線消去            
                        
                        
                        

    区画線消去工（ 昼間）
                        
                        
                        

  ク ラ ッ ク 補修工        
                        
                        
                        

    ク ラ ッ ク 補修工      
                        
                        
                        

  区画線跡の補修工      
                        
                        
                        

    区画線跡の補修工    
                        
                        
                        

                    
                    

                    
                    

距離標示            
                    

                    
                    

白 矢印記号文字 幅15
㎝換算 1. 5㎜        

                    
                    

削取り 式            
                    

                    
                    

カラ ー舗装清掃工を含
む                  

                    
                    

ス ーパーサーフ ト リ ー
ト S工法             

実施細目様式－４ の２

種　 別・ 細　 別・ 内　 訳



金　 　 　 額
円

摘　 　 　 　 　 要

内          調    布    市    1-007

単　 　 　 価

[ 名]

第 号

工事 武蔵野の路（ 二子・ 是政コ ース ） 拡幅工事  

　 　 ６ 　 　

単位数　 　 量

          1. 0

種　 別　 内　 訳　 書

式

形　 状・ 寸　 法

共通仮設費（ 率分） 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　

  共通仮設費（ 率分） 　 　
  　 　 　 　 　 　 　 　 　     
                        
                        

実施細目様式－４ の２

種　 別・ 細　 別・ 内　 訳



[ 名]工事 武蔵野の路（ 二子・ 是政コ ース ） 拡幅工事  

          調    布    市    材

形状・ 寸法・ 規格 摘　 　 　 　 　 　 要

再生粒度調整砕石    
                    

低炭素( 中温化) 再生ｱｽ
ﾌｧﾙﾄ混合物( MF)       

石油アス フ ァ ルト 乳剤
                    

ガラ ス ビ ーズ        
                    

路面標示用塗料( J I S K
 5665 3種1号 )       

接着用プラ イ マー 区
画線用              

 

アス フ ァ ルト 乳剤系カ
ラ ー舗装            

プラ イ マー          
                    

道路距離標示ス テッ カ
ー                  

加熱型ク ラ ッ ク 注入材
                    

SSTゾ ール           
                    

速乾性プラ イ マー    
                    

SSTサン ド            
                    

SST硬化材           
                    

m3    

ｔ     

l      

㎏    

kg    

kg    

㎏    

㎏    

枚    

㎏    

缶    

㎏    

袋    

袋    

1-001

　 　 　 　

　 　 　 　

　 　 　 　

　 　 　 　

　 　 　 　

　 　 　 　

　 　 　 　

　 　 　 　

　 　 　 　

　 　 　 　

　 　 　 　

　 　 　 　

　 　 　 　

　 　 　 　

       119    

       121. 1  

       597. 90 

         6    

       183    

         8    

     5, 661    

       252    

         9    

       500    

        11    

        27    

        11    

         1    

単　 位品　 　 　 　 名 数　 　 　 量

Ｒ Ｍ－４ ０           
                    

粗粒度              
                    

タ ッ ク コ ート 用（ 各種
）                   

                    
                    

溶融 ガラ ス ビ ーズ含
有量15～18％ 白 比重

2

色－ 比重０ ． ９      
                    

                    
                    

                    
                    

20セン チ×55セン チ  
                    

                    
                    

特殊乳剤            
                    

                    
                    

特殊骨材            
                    

特殊硬化材          
                    

実施細目様式－４ の４

　 　 材 　 料 　 品 　 調 　 書　 　



[ 名]工事 武蔵野の路（ 二子・ 是政コ ース ） 拡幅工事  

          調    布    市    材

形状・ 寸法・ 規格 摘　 　 　 　 　 　 要

受入料金            
                    

受入料金            
                    

受入料金            
                    

受入料金            
                    

m3    

m3    

m3    

m3    

1-002

処分費等

処分費等

処分費等

処分費等

       150    

         8    

       120    

         2    

単　 位品　 　 　 　 名 数　 　 　 量

発生土［ 指定処分（ Ｂ
） ］                 

発生土［ 指定処分（ Ｂ
） ］                 

泥土、 ヘド ロ 等      
                    

アス コ ン， 切削廃材  
                    

実施細目様式－４ の４

材　 料　 品　 調　 書（ 処分費等）





AS

T3
T1

L26. 2

L26. 0

カラ ーAS カラ ーAS

緑
緑

緑

AS

U300

看板
M

看板

鋲

M

番号無し

g
g

g g

U300U300

AS
排水
下

M

U300

1

1

1.
7
㎞

1.
8㎞

1.
6

Km

距離表示「 1. 6km」
ピ ク ト サイ ン( シール式)

N=1

区画線工

白色 文字記号 15cm換算
区画線工

「 歩行者に注意」 N=1

縮尺 1: 1000( 1: 500)平　 面　 図（ 1/4）

工事
始点(B

P)

No
. 25

①アス フ ァ ルト 舗装工（ 15型） A=937㎡舗装工

⑤ピク ト サイ ン( シール式) 距離表示( 1. 0㎞～1. 8㎞)  N=9箇所区画線工

施工延長  L=0. 95㎞

⑥白色文字記号15cm換算 ｢ゆっく り 走ろう ｣ N=3箇所

⑨白色文字記号15cm換算 ｢歩行者に注意｣ N=3箇所 ⑩区画線( 既設) 消去工 L=315. 2ｍ
⑧白色文字記号15cm換算 ｢歩行者優先｣ N=1箇所⑦白色文字記号15cm換算 ｢自転車ス ピ ード 落せ｣ N=2箇所

⑫舗装切断工（ As　 t =15cm以下） L=950. 0ｍ ⑬ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去工　 A=47㎡

②ｱｽﾌｧﾙﾄ乳剤系カラ ー舗装工( 赤)  A=3594㎡
③ク ラ ッ ク 補修工  一式 ④カラ ー舗装清掃工  一式

舗装片端部( No25～No. 34+50. 00)  L=950. 00ｍ

舗装撤去工 片端部( No25～No. 34+50. 00)  L=950. 00ｍ

A=950. 00×0. 05=47. 50㎡

舗装切断工( As t=15cm以下)

距離表示「 1. 7km」
ピ ク ト サイ ン( シール式)

N=1

区画線工

白色 文字記号 15cm換算
区画線工

「 自転車ス ピ ード 落せ」 N=1

距離表示「 1. 8km」
ピ ク ト サイ ン( シール式)

N=1

区画線工

白色 文字記号 15cm換算
区画線工

「 歩行者優先」

既
設

As
　

　
W
=2

.
5
0

設
計

幅
員

　
W
= 3

.
5
0

既
設

As
　

　
W
=
2.

5
0

設
計

幅
員

　
W
=
3 .

5
0

No
.25

N
o.

2
6

N=1

既
設

A
s
　

　
W
=2

.5
1

設
計

幅
員

　
W
=3

.5
0

N
o
.
27

形 状・ 寸 法工　 種　 名

㎡

㎡

単 位

アス フ ァ ルト 舗装工

ｱｽﾌｧﾙﾄ乳剤系カラ ー舗装工

箇所区画線工

数 量

15型

ピ ク ト サイ ン( シール式)  距離表示1. 0㎞～1. 8㎞
区画線工 白色文字記号15cm換算 「 ゆっ く り 走ろう 」 箇所

摘 要

937

3594

9. 0

3. 0

凡　 例

1. 8Km

赤色， 全面

番号

①

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑬

⑫

ク ラ ッ ク 補修工

カラ ー舗装清掃工

区画線工

区画線工
白色文字記号15cm換算 「 自転車ス ピ ード 落せ」

白色文字記号15cm換算 「 歩行者優先」

箇所

箇所

2. 0

1. 0

舗装切断工

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去工

区画線( 既設) 消去工

区画線跡消去工

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装　 t =15cm以下

t=5cm

ｍ

㎡

ｍ

950. 0

47

315. 2

②

区画線工 箇所 3. 0白色文字記号15cm換算 「 歩行者に注意」

⑪区画線跡消去工 一式

※試掘工は、 監督員と 協議のう え 決定する 。
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7

路線( 河川) 名

工　 事　 件　 名

作成年月日

図面番号

調布市　 都市整備部　 道路管理課

工　 事　 箇　 所

又　 は　 橋　 名

ただし 、 ( ) は

A1判に拡大時

令和　 7　 年　 6  月　 　 　 日

令和７ 年度武蔵野の路( 二子・ 是政コ ース) 拡幅工事

武蔵野の路( 二子・ 是政コ ース )

縮　 　 尺

図　 面　 名　 称 平 面 図（ 1/4）

1: 1000

( 1: 500)
2

調布市多摩川7丁目30番地先から染地2丁目51番地先まで 
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式 1. 0

式 1. 0

式 1. 0

1.002. 18

A=1. 00×2. 18=2. 18㎡
面積控除部①

掘削・ 埋戻し 　 1. 00m×1. 00m×0. 15m⑭ 試掘工 箇所 3. 0













特 記 仕 様 書 

 
１  適用範囲 

( 1)  こ の特記仕様書は， 東京都土木工事標準仕様書（ 以下「 標準仕様書」 と いう 。） でいう 特

記仕様書で こ の工事に 適用する 。 ま た ， 東京都若し く は知事と あ る も の は， 調布市若し く

は市長と 読み替え る も のと する 。  

( 2)  こ の工事の施工に当た っ て の一般事項は， 標準仕様書によ る も のと する 。  

( 3)  標準仕様書， 特記仕様書の記載内容の優先順位に つい て は， 特記仕様書， 標準仕様書の

順によ る も のと する 。  

( 4)  発注者と 受注者と の間で 締結し た 単価合意書は， 公表でき る も のと する 。  

( 5)  こ の工事の施工に当た っ て は， 下記に示す図書を 適用と する 。  

ア  東京都建設局 「 土木材料仕様書」  

イ  東京都建設局 「 建設局材料検査実施基準」   

ウ  東京都建設局  「 土木工事施工管理基準」  

エ 東京都建設局 「 工事記録写真撮影基準」  

オ 東京都建設局 「 受注者等提出書類処理基準・ 同実施細目」  

カ  東京都建設局 「 建設局標準構造図集」  

キ  東京都        「 東京都建設リ サイ ク ルガ イ ド ラ イ ン 」  

ク  東京都    「 東京都建設泥土リ サ イ ク ル指針」  

ケ  東京都電線共同溝整備マ ニ ュ ア ル 

コ  建設局土木工事積算体系図集 

※ア ， ウ ， オ， コ は， 次の東京都建設局ホ ーム ページ か ら 入手でき る 。  

( ht t p: //www. kens et su. met r o. t okyo. j p/ukeoi /i ndex. ht ml )  

※キ ， ク は， 次の東京都都市整備局ホ ーム ページ か ら 入手でき る 。  

( ht t p: //www. t oshi s ei bi . met r o. t okyo. j p/s ei s aku/r ecy/i ndex. ht ml )  

※コ 及び標準構造図集( 案) は， 次の東京都建設局ホ ーム ページ から 入手で き る 。  

( ht t p: //www. kenset s u. met r o. t okyo. j p/dour o/chi chuka/i sei bi -manual . ht ml )  

( 6)  標準仕様書， 適用図書のう ち ， こ の工事に該当し な い 工事・ 項目について は適用し な い

も のと する 。  

 

２  工事施行の適正化 

こ の工事におけ る 工事現場の適正な 施工体制の確保等について は， 標準仕様書に よ る ほ か ， 

「 東京都工事施行適正化推進要綱」 及び別紙「 工事施行の適正化に関する 特記仕様書」 によ  

る も のと する 。 な お，「 東京都工事施行適正化推進要綱」 は東京都財務局（ 建築工事と 建物保 

全） のホ ーム ページ か ら 入手でき る 。  



３  不当介入に対する 通報報告 

工事の施工に当た り ， 暴力団等から 不当介入を 受け た 場合（ 下請負人が暴力団等か ら 不当介

入を 受け た 場合を 含む。 ） は， 東京都契約関係暴力団等対策措置要綱に基づき ， 監督員への

報告及び警視庁管轄警察署への通報並びに捜査上必要な 協力を する こ と 。  

 

４  デジ タ ル工事写真の小黒板情報の電子 

( 1)   デジ タ ル工事写真の小黒板情報電子化について  

デジ タ ル工事写真の小黒板情報電子化（ 以下， 「 電子黒板」 と いう 。 ） は次によ る 。  

電子黒板と は， 被写体画像の撮影と 同時に工事写真へ小黒板の記載情報を 電子的に記入 

する も のであ る 。 受注者が電子黒板の導入を 希望する 場合， そ の旨を 監督員へ申請し ， 承 

諾を 得た う え で ， 電子黒板対象工事（ 以下， 「 対象工事」 と いう 。 ） と する こ と が で き る 。  

対象工事では， 次の全て を 実施する こ と 。  

ア  対象機器の 導入 

受注者は， 電子黒板の 導入に 必要な 機器及びソ フ ト ウ ェ ア 等（ 以下「 使用機器」 と いう 。 ）

について ， 工事記録写真撮影基準（ 東京都建設局） 第９ ⑤に示す項目の電子的記入がで き ，

かつ信憑性確認機能（ 改ざ ん検知機能） を 有する も のを 使用する 。 信憑性確認機能（ 改ざ

ん検知機能） と は，「 電子政府におけ る 調達のた めに参照すべき 暗号のリ ス ト （ CRYPTREC 暗

号リ ス ト ） 」 に記載し て い る 技術を 使用する こ と と する 。  

な お，受注者は監督員に 対し ，工事着手前に，本工事での使用機器について 提示する こ と 。

使用機器の事例と し て ， 「 デジ タ ル工事写真の小黒板情報電子化対応ソ フ ト ウ ェ ア 」 を 参照

する こ と 。 た だし ， こ こ か ら の選定に限定する も ので はな い。  

ま た ， 高温多湿又は粉じ ん等の現場条件の環境によ り ， 対象機器の使用が 困難な 工種につ

いて は， 使用機器の利用を 限定する も のではな い。  

「 電子政府におけ る 調達の た めに参照すべき 暗号のリ ス ト （ CRYPTREC 暗号リ ス ト ） 」  

URL ht t ps : //www. cr ypt r ec. go. j p/l i s t . ht ml  

「 デジ タ ル工事写真の小黒板情報電子化対応ソ フ ト ウ ェ ア 」  

URL ht t p: //www. cal s . j aci c. or . j p/CI M/shar i ng/i ndex. ht ml  

イ  小黒板情報の電子的記入の取扱い 

本工事におけ る 小黒板情報の電子的記入の取扱いは，「 建設局工事記録写真撮影基準」（ 東

京都建設局） に よ る 。  

な お， ア に よ り 工事記録写真撮影基準（ 東京都建設局） の デジ タ ル写真に よ る 施工管理

（ 案） ３ （ １ ） ①で規定さ れて いる 画像編集には該当し な い。  

( 2)   電子納品 

本工事の電子黒板を 用いた 写真（ 以下， 「 電子黒板写真」 と いう 。 ） 及び電子黒板写真を 監

理し た ビ ュ ーア ソ フ ト は， 電子データ で 提出する こ と 。  



提出にあ た っ て は「 デジ タ ル写真管理情報基準［ 国土交通省］ 」 に基づい て 電子データ を

電子媒体に記録し て 提出する こ と 。  

ま た ， 納品時に受注者はJ ACI C が提供し て いる チェ ッ ク シ ス テ ム（ 信憑性チェ ッ ク ツ ール）

等を 用いて ， 電子黒板写真の信憑性確認を 行い， そ の結果を 書面で監督員に提出する も のと

する 。  

な お， 提出さ れた 信憑性確認の結果を 監督員が確認する こ と があ る 。  

「 J ACI C が提供し て いる チェ ッ ク シ ス テ ム （ 信憑性チェ ッ ク ツ ール） 」  

URL ht t p: //www. cal s . j aci c. or . j p/CI M/shar i ng/i ndex. ht ml  

 

５  設計変更について  

工事請負契約書第18条か ら 26条ま でに記載し て いる 設計変更等の具体的な 考え 方や手続き に

ついて は， 「 工事請負契約設計変更ガ イ ド ラ イ ン （ 土木工事編） 」 （ 東京都） によ る も のと す

る 。  

こ のう ち ， 「 工事の一時中止に伴う 増加費用等」 は， 「 工事におけ る 工期の延長等に伴う 増

加費用」 に読み替え ， 簡便法によ る 計算について は， 積算基準（ 共通編Ⅰ） によ る も のと する 。  

な お， 工事請負契約書第18条に基づく 条件変更に ついて ， 年度末， 工期末変更におけ る 関連

資料の提出は， 変更設計書の作成に時間を 要する た め， 余裕を も っ て 行う こ と 。  

 

６  法定外の労災保険の付与 

本工事において ， 受注者は法定外の労災保険に付さ な け ればな ら な い。  

 

７  工事の損害賠償 

受注者は， こ の工事の施工に伴い第三者の損害を 及ぼし た 場合， 工事請負契約書第29条に基づ

き ， 誠意を 持っ て 速やか に対処する こ と 。 ま た ， 発注者が負担すべき 損害賠償費用について は，

受注者がそ の原因及び根拠等を 整理し た 上で 発注者に協議する こ と 。 な お， こ の工事の完了後

に発生し た 損害について も ， 受注者の損害賠償義務が発生する こ と があ る ので， 上記に準じ て

対処する こ と 。  

 

８  工事に伴う 公害防止 

舗装版切断作業において は騒音防止を 施し た 機械を 用い取壊し 作業に当た っ て は破砕機（ 油圧

ジ ャ ッ キ 式） を 使用する も のと する 。 な お， こ れによ り 難い場合は， 監督員の承諾を 得な け れ

ばな ら な い。 ま た ， 取壊し 材の二次破砕作業を 現場内で行っ て はな ら な い 。  

 

９  個人情報等の機密性の 高い電子データ 納品の取扱い 

個人情報等の機密性の高い電子データ を 納品する 場合は， 電子データ に対し て ， 暗号化等の



措置を 行う こ と 。 ま た ， 外部記録媒体で 電子データ を 運搬する 場合は， 鍵つき のケ ース 等を

用いる こ と 。  

 

１ ０  情報セ キ ュ リ テ ィ の 確保 

別紙， 情報セ キ ュ リ テ ィ の確保に関する 特記仕様書によ る  

 

１ １  週休２ 日制確保工事 

( 1)   本工事は，「 週休２ 日制確保工事」 であ る 。  

( 2)   実施にあ た っ て は，『 建設局「 週休２ 日制確保工事（ 土木工事）」 実施要領』 に基づき 行

う 。 要領は， 東京都建設局ホ ーム ページ から 入手で き る 。  

( 3)   本工事は， 現場閉所の４ 週８ 休と し て 経費を 補正し て いる 。  

 

１ ２  工事工程の共有 

受注者は， 現場着手前（ 準備期間内） に設計図書等を 踏ま え た 工事工程表（ ク リ テ ィ カ ルパ

ス を 含む） を 作成し ， 監督員と 共有する こ と 。 施工中に工事工程表のク リ テ ィ カ ルパス に変更

が生じ た 場合は，適切に受発注者間で共有する こ と と し ，受注者は工程の変更理由が以下の( 1)

～( 5) に示すよ う な 受注者の責によ ら な い場合は， 工期の延期が可能と な る 場合があ る ので 発

注者と 協議する こ と 。  

( 1)   受発注者間で 協議し た 工事工程の条件に変更が生じ た 場合 

( 2)   著し い悪天候によ り 作業不稼働日が多く 発生し た 場合 

( 3)   工事中止や工事一部中止によ り 全体工程に影響が生じ た 場合 

( 4)   資機材や労働需要のひっ 迫によ り ， 全体工程に影響が生じ た 場合 

( 5)   そ の他特別な 事情によ り 全体工程に影響が生じ た 場合 

 

１ ３  特例管理技術者の配置 

( 1)   本工事に おいて ，建設業法第26 条第３ 項た だし 書の規定の適用を 受け る 監理技術者（ 以      

下「 特例監理技術者」 と いう 。 ） の配置を 行う 場合は， 以下のア ～ケ の要件を 全て 満た さ

な け ればな ら な い 。  

ア  建設業法第26 条第３ 項た だし 書によ る 監理技術者の職務を 補佐する 者（ 以下， 「 監

理技術者補佐」 と いう 。 ） を 専任で配置する こ と 。  

イ  監理技術者補佐は， 一級施工管理技士補又は一級施工管理技士等の国家資格者若し く

は学歴や実務経験によ り 監理技術者の資格を 有する 者であ る こ と 。 な お， 監理技術者

補佐の建設業法第27 条の規定に基づく 技術検定種目は， 特例監理技術者に求める 技術

検定種目と 同じ で あ る こ と 。  

ウ  監理技術者補佐は， 直接的かつ恒常的な 雇用関係にあ る こ と 。 な お， 恒常的な 雇用関



係と は配置時点の日において ３ か 月以上の雇用関係があ る こ と を いう 。  

エ 同一の特例監理技術者を 配置でき る 工事は，本工事を 含め同時に２ 件ま で と する 。（ た  

だし ， 同一あ る いは別々の発注者が， 同一の建設業者と 締結する 契約工期の重複する

複数の請負契約に係る 工事であ っ て ， か つ， そ れぞれの工事の対象と な る 工作物等に

一体性が認めら れる も の（ 当初の請負契約以外の請負契約が随意契約によ り 締結さ れ

る 場合に限る 。 ） について は， こ れら 複数の工事を 一の工事と みな すこ と ができ る 。 ） 

オ 特例監理技術者が兼務でき る 工事は， 調布市内の工事でな け ればな ら な い。  

カ  特例監理技術者は， 施工におけ る 主要な 会議への参加， 現場の巡回及び主要な 工程の

立会等の職務を 適正に遂行し な け ればな ら な い。  

キ  特例監理技術者と 監理技術者補佐と の間で常に連絡が取れる 体制であ る こ と 。  

ク  監理技術者補佐が担う 業務等について ， 明ら か にする こ と 。  

ケ  特例監理技術者が兼務でき る 工事は維持工事以外の工事で な け ればな ら な い。  

※「 維持工事」 と は通年維持工事等（ 24 時間体制での応急処理工や緊急巡回等が必 

要な 工事） を いう 。  

( 2)  現場の安全管理体制について ， 平成７ 年４ 月２ １ 日付基発第267 号の２ 「 元方事業者に

よ る 建設現場安全管理指針」 において ， 「 統括安全衛生責任者の選任を 要する と き には，

そ の事業場に専属の者と する こ と 。 」 と さ れて いる こ と から ， 施工体制に 留意する こ と 。  

( 3)  本工事の監理技術者が特例監理技術者と し て 兼務し ， 本工事に監理技術者補佐を 配置す

る 事を 予定し て いる 場合は， 以下の書類を 提出する こ と 。  

ア  監理技術者補佐の資格を 有する 書類（ 監理技術者資格者証の写し ， 一級施工管理技士

等の国家資格者の合格証の写し ， 一級施工管理技士補の合格証明書の写し な ど ）  

イ  監理技術者補佐の直接的かつ恒常的な 雇用関係を 証明する 書類（ 健康保険被保険者証

の写し な ど ）  

ウ  特例監理技術者が兼務する 工事の履行場所， 内容を 示す書類（ Ｃ Ｏ Ｒ Ｉ Ｎ Ｓ の写し ）  

エ 「 別記様式-３  特例監理技術者の配置を 予定し て いる 場合の確認事項③」 ※ 

※エ は工期途中に本工事の監理技術者が特例監理技術者と し て 兼務する 場合に提出 

する 。  

( 4)   本工事の 監理技術者が特例監理技術者と し て 兼務し ， 本工事に監理技術者補佐を 配置す        

る 事と な っ た 場合， 「 ( 1) カ ～ケ 」 について 施工計画書へ記載し ， 提出する こ と 。  

( 5)  本工事において ， 特例監理技術者及び監理技術者補佐の配置を 行う 場合又は配置を 要さ

な く な っ た 場合は， コ リ ン ズ （ Ｃ Ｏ Ｒ Ｉ Ｎ Ｓ ） への登録・ 修正を 適切に行う こ と 。  

( 6)  監理技術者補佐は， 監督員等が常に確認し やすいよ う に腕章を 身に 付け な け ればな ら な

い。  

 

 



１ ４  昼夜間の作業区分 

こ の工事の作業区分は， すべて の工事を 昼間作業と する 。  

た だし ， 上記区分に変更を 要する 場合は， 監督員の承諾を 得る も のと する 。  

 

１ ５  関係機関と の協議 

   本工事は下記に示す内容等について 関係機関と 協議中で あ る 。  

( 1)   協議内容 

河川法第２ ４ ・ ２ ６ 条 

( 2)   協議機関 

国土交通省関東地方整備局京浜河川事務所多摩出張所 

( 3)   協議成立見込み時期 

協議の成立見込時期は， 令和７ 年１ ０ 月中旬（ 予定） で あ る 。  

 

１ ６  過積載の防止 

こ の工事におけ る 過積載の防止について は， 標準仕様書によ る ほか ， 東京都建設局長が定 

めた 「 過積載防止対策指針」 によ る も のと する 。  

な お，「 過積載防止対策指針」 は東京都建設局の ホ ーム ページ から 入手で き る 。  

( ht t p: //www. kenset su. met r o. t okyo. j p/appl i /ukeoi /i ndex. ht ml #kaseki s ai )  

 

１ ７  使用する 建設機械 

本工事で使用する 建設機械は，低騒音のも のを 使用する こ と 。ま た ，使用する 建設機械( デ

ィ ーゼルエ ン ジ ン 使用) の燃料は， Ｊ Ｉ Ｓ 規格に あ っ た 軽油を 使用する こ と 。  

 

１ ８  使用する 車両 

本契約の履行に当た っ て 自動車を 使用し ， 又は利用する 場合は， 都民の健康と 安全を 確保

する 環境に関する 条例（ 平成１ ２ 年東京都条例第２ １ ５ 号） の規定によ り ， 次の事項を 尊守

する こ と 。  

（ 1） ディ ーゼル車規制に適合する 自動車で あ る こ と 。  

（ 2） 自動車か ら 排出さ れる 窒素炭化物及び粒子状物質の特定地域におけ る 総量の削減等に 関

する 特別措置法（ 平成４ 年法律第７ ０ 号） の対策地域内で 登録可能な 自動車利用に努める

こ と 。  

な お， 適合の確認のた め に， 当該自動車の自動車検査証（ 車検証）， 粒子状物質減少装置

着装証明書等の提示又は写し の提出を 求めら れた 場合は， 速やか に提示又提出する こ と 。 

 

 



１ ９  環境への配慮（ 東京都建設グ リ ーン 調達制度）  

受注者は， 本工事の施工に当た っ て は， 東京都都市整備局のホ ーム ページ に掲載さ れて い

る 「 東京都環境物品等調達方針（ 公共工事） 」 の特別品目のリ ス ト と 本工事で 使用する 資材，

建設機械， 工法又は目的物と を 比較・ 精査し ， 材料の使用部位， 要求強度， 性能及び品質， 特

別品目の生産・ 供給状況， 製造場所か ら 工事現場ま での距離等を 勘案し て ， 特別品目が使用可

能な 場合には， 事前に監督員の承諾を 受け た 上で ， 積極的に使用する も の と する 。  

（ ht t ps : //www. t oshi s ei bi . met r o. t okyo. l g. j p/s ei s aku/r ecy/i ndex. ht ml ）  

 

２ ０  使用する 材料 

 本工事で使用する ア ス フ ァ ルト 乳剤系カ ラ ー舗装材及びプ ラ イ ム コ ート は下記の条件を 満

た す材料と する 。  

( 1)  ア ス フ ァ ルト 乳剤系カ ラ ー舗装材 

ア  堤防沿い舗装上での工事のた め， 施工中飛散が懸念さ れる 材料の使用は認めら れな い。 

イ  全国の競輪場およ び自転車競技場の走路に使用する 材料と 同等以上の 材料を 塗布する  

も のと する 。  

ウ  ア ス フ ァ ルト 乳剤系カ ラ ー薄層常温舗装材は，既設ア ス フ ァ ルト 舗装およ び下地処理に

用いる ア ス フ ァ ルト 乳剤系薄層常温舗装材と の接着性およ び追従性に優れた 材料を 使用

し な け ればな ら な い。   

エ  使用する 特殊ア ス フ ァ ルト 乳剤およ び特殊骨材は、 表－1、 表-2 の規格を 満足する も の

でな け ればな ら な い。 な お， 使用する カ ラ ー舗装材に つい て は、 工事前に 協議する も の

と する 。  

表-1 ア ス フ ァ ルト 系カ ラ ー舗装材の 品質 

試験項目 品質規格 試験方法 

密度( 15℃)  ( g/㎤)  1. 03±0. 05 J I S K 6833 

全固形分( 質量%)  55±2 J I S K 6387※ 

ふる い 残留分( 質量%)  0. 3 以下 J I S K 2208 

粘度( 25℃)  ( mPa・ s )  2～100 ※※ 

※※： 平皿（ 直径約 200mm） に 試料 50g を 採取し 150℃の 恒温槽で 2 時間静置 

※※： BM型回転式粘度計「 M1 ロ ータ /60r pm」 に よ る 測定 

表-2 特殊骨材の 品質規格 

項目 通過質量百分率％ 試験方法 

ふる い 目 600μm 300μm 150μm 75μm 舗装調査・ 試験法便覧 

規格値 95～100 50～80 10～30 10～30 

 



オ  本工法で使用する ア ス フ ァ ルト 乳剤系カ ラ ー薄層常温舗装材の使用は表-3 の規格を 満 

足する も のでな け ればな ら な い。  

た だし ， 施工時の気温や材料温度によ り ， 作業性を 確保する た めに水の添加量は適宜調

整する も と のと する 。  

ま た ， 使用量について は既設路面のき め深さ によ り 変動する た め， 事前に 協議する も

と のと する 。  

 

表-3 ア ス フ ァ ルト 乳剤系カ ラ ー薄層常温舗装材の 標準仕様 

使用材料 １ バッ チ混合量 使用量 １ バッ チ施工面積 

特殊ア ス フ ァ ルト 乳剤 15kg( 1 缶)  1. 5kg/㎡ 約 30 平米 

特殊骨材 25kg( 1 袋)  

着色剤 300g 

水 300g 

 

カ  本工法で 使用する ア ス フ ァ ルト 乳剤系カ ラ ー薄層常温舗装材の品質は表-4の 規格を 満

足する も ので な け ればな ら な い 。 な お， 表-4の ①～③について は現場試験にて 確認し ， ④

～⑥について は技術資料な ど から 確認する も のと する 。 ま た ， 明度・ 色度について は， 事

前に協議する も と のと する 。  

表-3 ア ス フ ァ ルト 乳剤系カ ラ ー薄層常温舗装材の 標準仕様 

試験項目 規格値 試験方法 

①明度 20～35 舗装調査・ 試験法便覧 

S024 色彩色差計を 用いた 明

度測定方法 

②色度 8～16 

③すべり 抵抗値( 20℃)  ( BPN)  60以上 舗装調査・ 試験法便覧 

S021-2 振り 子式ス キ ッ ド レ

ジ ス タ ン ス テ ス タ によ る すべ

り 抵抗測定方法 

④ウ ェ ッ ト ト ラ ッ ク 摩耗試験後の摩

耗量( g/㎡)  

50以下 舗装調査・ 試験法便覧 

D003T ウ ェ ッ ト ト ラ ッ ク 摩耗

試験方法 

⑤促進耐候性試

験 

表面状態 亀裂， 剥離等がな いこ と  舗装調査・ 試験法便覧 

・ C015T 耐候性試験方法 

 メ タ ルハラ イ ド ラ ン プ によ

る 500時間照射 

明度( L*)  20～35 

色度( a*)  8～16 



・ S024 色彩色差計を 用いた 明

度測定方法 

⑥引張接着試験

( 20℃) ( N/㎟)  

下地： 密粒度ア ス

フ ァ ルト 混合物 

0. 7以上 建技式接着力試験機を 用いた

引接着試験 

下地： ア ス フ ァ ル

ト 乳剤系薄層常温

舗装材 

0. 7以上 

 

( 2)  高浸透型プラ イ ム コ ート  

ア  路盤層の強化を 行う た め， 路盤材に 高浸透し ， か つ路盤材の骨材を 強固に 接着さ せる こ  

と を 目的に改質さ れた ア ス フ ァ ルト を ア ス フ ァ ルト 乳剤と し て 使用する こ と と する 。  

イ  堤防沿い舗装上での工事のた め、飛散し やすい養生砂の散布は極力抑え ら れる こ と が可 

能な も のを 使用する も のと する 。  

ウ  本工事で高浸透型プ ラ イ ム コ ート は、 表 3 の規格を 満足する も ので な け ればな ら な い。 

な お， 使用する 高浸透型プ ラ イ ム コ ート は， 工事前に協議する も の と する 。  

表-3 高浸透型プラ イ ム コ ート の規格値 

試  験  項  目 規 格 値 

エン グ ラ ー度（ 25℃）  1～6 

ふる い残留分（ 質量％）  0. 3 以下 

付着度 2/3 以上 

粒子の電荷 陽 （ ＋）  

浸透性試験        （ 秒）  100 以下 

浸透性試験後のｱｽﾌｧﾙﾄ付着率（ 質量％）  1 以下 

蒸発残留分                （ 質量％）  40 以上 

蒸  発 

残留物 

針入度（ 25℃）   （ 1/10ｍ ｍ ）  60 以下 

軟化点          （ ℃）  42 以上 

 留出油分（ 360℃ま で の）   （ 質量％）  1 以下 

貯蔵安定度 （ 24 時間）     （ 質量％）  1 以下 

比重（ 15℃）       （ 15℃/4℃）  報 告 

乳剤散布量        （ ㍑/ｍ 2）  1. 2 

 

 

２ １  低炭素（ 中温化） ア ス フ ァ ルト 混合物の使用 

本工事におけ る ア ス フ ァ ルト 混合物のう ち ， 以下に示すも のは， 低炭素（ 中温化） ア ス  



フ ァ ルト 混合物（ 以下，「 低炭素ア ス フ ァ ルト 混合物」 と い う 。） を 使用する こ と を 原則

と する 。  

再生密粒度ア ス フ ァ ルト 混合物 

 

２ ２  新技術情報データ ベース （ 「 建設局新技術情報データ ベース （ NeTI DA） 」 や「 国土交通省新

技術情報シ ス テ ム （ NETI S） 」 ） に記載さ れて い る 新材料・ 新工法等について は， 監督員の承

認によ り ， 当該工事に採用する こ と がで き る 。  

・ 建設局新技術情報データ ベース （ NeTI DA）  

ht t ps : //www. kenset su. met r o. t okyo. l g. j p/j i gyo/t ech/shi ngi j ut su/i ndex. ht ml  

・ 国土交通省新技術情報シ ス テ ム （ NETI S）  

ht t ps : //www. net i s . ml i t . go. j p/NETI S/PubEnt r ance/PubEnt r ance?Ret ur n 

Ur l =%2f NETI S 

 

２ ３  建設副産物情報交換シ ス テ ム の活用 

  受注者は， 施工計画作成時， 工事完了時及び登録情報の 変更が 生じ た 場合に は速やか に

建設副産物情報交換シ ス テ ム （ 以下「 COBRI S」 と いう 。） へのデータ の入力を 行い， そ の都

度「 建設副産物情報交換シ ス テ ム 登録証明書」 を 監督員に提出し ， 内容の確認を 受け る こ

と 。  

   ま た ， 受注者は， COBRI S に搭載さ れて いる 「 建設リ サイ ク ル統合データ シ ス テ ム 」（ 以下

「 CREDAS」 と いう 。） によ り 「 再生資源利用（ 促進） 計画書（ 実施計画書）」 を 作成し ， 監督

員に提出し ， 内容の確認を 受け る こ と 。  

  （ 問い合わせ先）  

  〒107-8416  東京都港区赤坂 7-10-20 ア カ サカ セ ブン ス ア ヴ ェ ニ ュ ービ ル 2F 

   一般財団法人 日本建設情報総合セ ン タ ー（ J ACI C）「 建設副産物情報セ ン タ ー」  

   TEL 03-3505-0410  FAX 03-3505-8872 

   HP  ht t p: //www. r ecycl e. j aci c. or . j p 

   E-mai l   r ecycl e@j aci c. or . j p 

 

２ ４  建設発生土の処理 

こ の工事から 発生する 建設発生土は，指定処分( Ｂ ) と し て 民間受入地において 有効利用する

も のと し ， 下記によ り 搬出する こ と 。  

（ 1） 関係法令又は区市町村の条例等で必要な 許可等を 受け ， 日常の 管理も 許可条件を 遵守し て

行われて いる 民間受入地と する こ と 。  

ま た ， 以下の要件を 満た すこ と 。  

・ 建設資材等と し て 有効活用する も ので あ る こ と 。   



・ 客観的に見て 妥当な 跡地利用計画があ る こ と 。  

・ 里山や谷戸等の自然環境を 破壊する も ので な いこ と 。  

・ 関係法令又は都道府県， 区市町村の条例等で必要な 許可等を 受け ， 日常の管理も 許可条件等

を 遵守し て 行わ れて いる こ と 。  

・ 土質改良プラ ン ト の場合は， 関係法令等を 遵守する と と も に， 都の材料仕様書等に適合す

る 改良土を 生産し て いる も のであ る こ と 。  

・ 周辺住民の反対運動や苦情がな いこ と 。  

・ そ の他必要な 要件が整っ て いる こ と 。  

・ 当該民間受入地から 土砂を 再搬出する 場合， 再搬出先でも 上記を 満た し て いる こ と 。  

な お， 本工事で は下記の場所にあ る 民間受入施設への搬出を 想定し て いる  

（ 2） 搬出先： 東京都調布市多摩川地内の再資源化施設 運搬距離（ 想定） ： 約２ ． ６ km 

（ 3） 土 質： 普通土 

（ 4） 土 量： １ ５ ０ ㎥（ 地山換算数量）  

（ 5） 土質条件： 搬出に 先立ち ， 関係法令， 都道府県又は区市町村の 条例等及び受入地の受入条

件に 従い， 必要な 土質試験を 実施し ， そ の結果を 提出する 。 た だ し ， 条例等や土質試験に

関する 受入条件がな い場合， 以下の項目に該当する 場合は， 土壌汚染対策法施行規則に従

っ た 試験を 実施し ， そ の結果を 保管する 。  

ア  環境確保条例表１ の工場， 別表２ の指定作業場の敷地及び跡地から 発生する 場合 

イ  ト ン ネ ル， シ ールド 工事から 発生する 場合 

ウ  河川（ 敷） から 発生する 場合 

エ 発注者が必要と 認める 場合 

な お， 建設発生土は， コ ン ク リ ート 塊等の異物と 完全に分別し ， こ れら の 異物を 混入さ せ

な いこ と 。  

（ 6） 搬出条件： 昼間 

ま た ， 事前に「 搬入予定民間受入地届」 を ， 搬出完了時には「 民間受入地搬入確認報告書」

「 リ サイ ク ル証明書（ 建設発生土） 」 ， 民間受入地の定める「 土砂伝票（ 土砂搬入整理券等） 」

及び「 搬入土量集計表」 を 作成し ， 監督員に提示し ， 確認を 受け る 。  

な お， 運搬距離等に変更が 生じ た 場合の手続等は， 監督員の指示によ る こ と 。  

 

２ ５  建設発生土搬出のお知ら せの提出 

工事を 実施する に当た り ， 100 ㎥以上の建設発生土を 搬出する 場合には， 「 建設発生土搬出 

のお知ら せ」 を ３ 部作成し ， １ 部は自ら 保管し ， 残り は以下のと おり 提出する こ と 。  

（ 1） １ 部を 施工計画書に添付し ， 監督員に 提出する こ と 。  

（ 2） １ 部を 受入地のあ る 区市町村の建設発生土担当窓口に提出する こ と 。  

な お， 「 建設発生土搬出のお知ら せ」 の 様式， 提出先等について は， 監督員の指示によ る



こ と 。 た だし ， 都以外の県に所在する 民間受入地に搬出する 場合は， 当該民間受入地が所在

する  

市町村に提出先を 問い合わせる こ と 。  

 

２ ６  建設発生土への異物混入防止 

受注者は， 建設発生土の 積込み・ 搬出に当た っ て は， コ ン ク リ ート 塊， 木く ず， 金属く ず等

と 分別し ， こ れら の異物が混入し な いよ う 搬出・ 運搬する こ と 。  

ま た ， 受注者は， 建設発生土の積込み・ 搬出に当た り ， 現場で の分別状況を 写真撮影し ，

工事記録写真帳に含めて 監督員に提出する こ と 。た だし ，建設発生土の掘削のみの場合な ど ，

異物が混入する おそ れのな い場合は， こ の限り で はな い。  

 

２ ７  資源化施設の選定 

本工事か ら 発生する ア ス フ ァ ルト 塊， 玉石， 草混じ り 土は再資源化施設へ搬出し ， 資源

リ サイ ク ルの促進に努める こ と 。  

   搬出先は， 受注者が「 建設副産物情報シ ス テ ム（ COBRI S）」 等を 活用し ， ま た ， 受入条件，

再資源化の方法等を 施設に確認し て ， 適切な 施設を 選定する こ と 。  

   な お， 本工事で は下記の場所にあ る 再資源化施設への搬出を 想定し て いる が， 受注者は下

記以外の施設を 選定する 場合には， 事前に監督員の承諾を 得る こ と 。  

搬出先 ： 東京都稲城市大丸地内の再資源化施設 

運搬距離（ 想定）： 約７ ． ５ ｋ ｍ  

搬出量 ： ア ス フ ァ ルト 塊 約２ ㎥ 

  受入条件： 昼間 

   

搬出先 ： 東京都調布市多摩川地内の再資源化施設 

運搬距離（ 想定）： 約２ ． ８ ｋ ｍ  

搬出量 ： 玉石 約８ ㎥ 

  受入条件： 昼間 

 

搬出先 ： 東京都府中市若松町内の再資源化施設 

運搬距離（ 想定）： 約８ ． ４ ｋ ｍ  

搬出量 ： 泥土（ 芝）  約１ ２ ０ ㎥ 

  受入条件： 昼間  

 

２ ８  舗装版切断工（ カ ッ タ ー） の施工 

舗装版切断作業の際に切断機械か ら 発生する ブレ ード 冷却水と 切削粉が混じ り あ っ た 排水



について は， 排水吸引機能を 有する 切断機械等に よ り 回収する こ と 。 ま た ， 回収し た 排水又は

そ の排水を 現場内で脱水等によ り 処理し た 後の廃棄物について は，産業廃棄物と し て 適正に処

理する こ と 。 な お， こ の工事で は回収し た 排水を ， 産業廃棄物の汚泥（ 油分を 含む汚泥） と し

て ， 以下の場所にあ る 処理施設へ搬出する こ と を 想定し て いる が， こ れ以外の施設へ搬出する

場合や現場内で脱水等の処理を 行う 工法を 使用する 場合において は，事前に監督員の承諾を 得

る こ と 。  

・  搬出先： 東京都稲城市大丸地内の民間受入施設 

・  運搬距離： 約７ ． ５ km（ 想定）  

・  種類及び処理量： 汚泥（ 油分を 含む汚泥） １ ． ２ ４ ㎥ 

・  受入条件： 昼間 

受注者は， 施工計画書に舗装版切断時に発生する 排水等の収集・ 運搬・ 処理に関する 計画

を 記載する こ と 。 な お， 排水等の運搬・ 処理について は， 標準仕様書「 １ ． ３ ． ８ 建設副産

物」 の（ ８ ） マ ニ フ ェ ス ト 等， （ ９ ） 建設廃棄物の運搬によ る こ と 。  

 

２ ９  リ サイ ク ルガ イ ド ラ イ ン に基づく 提出書類 

工事を 実施する に当た っ て は， 「 東京都建設リ サイ ク ルガ イ ド ラ イ ン 」 に基づき 下記の書類

を 作成し ， 監督員に内容の確認を 受け ， 施工計画書に添付し て 提出する こ と 。  

( 1)   再生資源利用計画書（ 工事し ゅ ん工後保管）  

作成対象と な る 工事は以下のと おり であ る 。  

ア  土砂を 搬入する 工事 

イ  砕石を 搬入する 工事 

ウ  加熱ア ス フ ァ ルト 混合物を 搬入する 工事 

( 2)   再生資源利用促進計画書（ 工事し ゅ ん 工後保管） （ 廃棄物処理計画書を 兼ねる ）  

作成対象と な る 工事は以下のと おり であ る 。  

ア  建設発生土を 搬出する 工事 

イ  コ ン ク リ ート 塊， ア ス フ ァ ルト コ ン ク リ ート 塊， 建設泥土， 建設発生木材， 建設混合   

 廃棄物を 搬出する 工事 

ウ  金属く ず， 廃プラ ス チッ ク ， 紙く ず， ア ス ベス ト ， そ の他の廃棄物を 搬出する 工事 

( 3)  搬入予定民間受入地届（ 民間受入地に搬出予定のも のに限る 。 ）  

( 4)  建設発生土搬出の お知ら せ 

( 5)  建設発生土に係る 許可証の写し （ 民間受入地に搬出予定のも のに限る 。 ）  

( 6)  産業廃棄物に係る 許可証の写し （ た だし ， 中間処理後に最終処分又はセ メ ン ト 等の建設

資材の原料と し て の再利用を 行う 場合は， 中間処分業者の取引先の収集運搬業者及び最終

処分業者又はセ メ ン ト 工場等の建設資材製造施設の許可証の写し も 含める 。 ）  

( 7)  廃棄物処理委託契約書の写し （ た だし ， 中間処理後に 最終処分又はセ メ ン ト 等の建設資



材の原料と し て の再利用を 行う 場合は，中間処分業者が取引先の収集運搬業者及び最終処分

業者又はセ メ ン ト 工場等の建設資材製造施設と 締結し て いる 契約書の写し を 併せて 添付す

る 。 ）  

( 8)  運搬ルート 図 

( 9)  使用する マ ニ フ ェ ス ト の様式 

( 10)  告知書の写し  

対象建設工事に係わる 下請契約を 締結し た 場合， 下請契約書及び下請負人に告げた 告知 

書の写し を 添付する 。 （ 建設リ サイ ク ル法対象工事の場合）  

※再生資源利用〔 促進〕 計画書（ 実施書） は「 建設副産物情報交換シ ス テ ム ( COBRI S) 」

に必要な データ を 入力し て 作成する 。  

 

３ ０  建設副産物のリ サイ ク ル実施状況及び適正処理状況の報告 

建設副産物のリ サイ ク ルの 実施状況や適正処理の状況について 把握する た め， 受注者は，

「 東京都建設リ サイ ク ルガ イ ド ラ イ ン 」 に基づき ， リ サイ ク ル実施状況及び適正処理状況を

工事完成後速やかに以下の書類を 作成し ， 監督員に内容の確認を 受け ， 工事完了後， 速やか

に， リ サイ ク ル関係報告書に添付し て 提出する こ と 。  

（ 1）  再生資源利用実施書（ 工事し ゅ ん 工後保管） 作成対象は「 再生資源利用計画書」 と 同じ  

（ 2）  再生資源利用促進実施書（ 工事し ゅ ん 工後保管） 作成対象は「 再生資源利用促進計画書」

と 同じ  

（ 3）  リ サイ ク ル阻害要因説明書 

工事途中におい て ， やむを 得ず以下のいずれかに ついて 行わざ る を 得な い 場合は， 事 

前に監督員の承諾を 得た 上で， 「 リ サイ ク ル阻害要因説明書」 を ２ 部作成し ， １ 部を 監督

員に提出し ， １ 部を 自ら 保管する こ と 。  

な お， 作成対象と な る 要因は， 以下のと おり であ る 。  

ア  コ ン ク リ ート 塊， ア ス フ ァ ルト コ ン ク リ ート 塊， 建設泥土及び建設混合廃棄物を 工事

現場から 直接最終処分する 場合。  

イ  建設発生木材を 最終処分場へ直接搬出する ， 又は， 焼却のみを 行う 中間処理施設に搬 

出する 場合。  

ウ  土砂等の利用工事において 購入材（ 新材） を 使用する 場合。  

エ 砕石の利用工事におい て 新材を 使用する 場合（ 多摩地区におけ る 再生粒度調整砕石は 

除く ） 。  

オ ア ス フ ァ ルト 混合物の 使用工事において 新材を 使用する 場合（ Ｄ 交通の表層， 低騒音

舗装等の再生品を 使用で き な いも のは除外する ） 。  

カ  現場内で分別を 行わな い場合。  

（ 4）  建設泥土の再資源化等実績書 



こ の工事で発生する 泥土を 建設資材製造工場に搬出し た 場合又は再資源化施設に 搬出し  

た 場合， 建設泥土の再資源化等実績書を ２ 部作成し ， １ 部を 監督員に提出， １ 部を 自ら 保

管する こ と 。  

（ 5）  再資源化等報告書 

建設リ サイ ク ル法対象工事の場合。  

※再生資源利用〔 促進〕 計画書（ 実施書） は「 建設副産物情報交換シ ス テ ム ( COBRI S) 」

に必要な データ を 入力し て 作成する 。  

 

３ １  マ ニ フ ェ ス ト  

（ 1） マ ニ フ ェ ス ト の提示 

受注者は「 廃棄物の処理及び清掃に 関する 法律」 （ 昭和45年法律第137号） に基づき ， 廃棄

物管理票（ 以下「 マ ニ フ ェ ス ト 」 と いう 。 ） を 利用し ， 適正な 運搬， 処理を 行う 。  

マ ニ フ ェ ス ト のう ち ，受注者（ 排出事業者） が保管すべき も のについて ，フ ァ イ ルに整理し ，

施工中いつでも 監督員に提示でき る よ う にする こ と 。  

な お， 電子マ ニ フ ェ ス ト を 利用する 場合は（ 公財） 日本産業廃棄物処理振興セ ン タ ーが運

営する 情報処理セ ン タ ーか ら 通知さ れた 処理結果を 排出事業者（ 受注者） がプリ ン ト ア ウ ト

し た も のの 写し を 監督員に提示する こ と 。  

（ 2） 集計表の提出 

受注者は， マ ニ フ ェ ス ト の枚数， 産業廃棄物の数量， 運搬日等を 記録し た 集計表を 作成し ，

監督員に提出する こ と 。  

（ 3） リ サイ ク ル伝票の 提示 

受注者は，建設廃棄物を 搬出する 場合において マ ニ フ ェ ス ト を 交付する 必要のな い品目（ 再

生利用認定制度， 個別指定制度等を 利用し て 再利用する 建設泥土等） について は， 「 リ サイ

ク ル伝票」 （ 写し でも よ い） を 監督員に提出する こ と 。  

（ 4） リ サイ ク ル証明書の提示 

受注者は， 建設廃棄物を セ メ ン ト 等の建設資材の原料と し て 再利用する 場合及び高炉還元

等を 行う 場合に は， セ メ ン ト 工場等の建設資材製造施設， 製鉄所等が発行し た リ サイ ク ル証

明書（ 写し でも よ い） を 監督員に提出する こ と 。  

 

３ ２  汚染土壌の処理 

   こ の工事中において 汚染土壌の処理が必要と な っ た 場合は「 土壌汚染対策法」 ( 平成14年法

律第53号) 及び「 都民の 健康と 安全を 確保する 環境に関する 条例」 ( 平成12年東京都) 等関係法

令に基づき 適正に処理する と と も に， 「 環境確保条例に基づく 届出書等の作成手引き 」 ( 環境

局HPに最新版を 記載) に 従っ て 必要書類を 作成し ， 関係部署に提出する こ と 。  

 



３ ３  工事現場管理 

   工事期間中は， 公道等の出入り 口等に誘導員を 配置さ せ安全確保に 努めな け ればな ら な い 。 

     

３ ４  路上工事の工事標示板の設置 

路上工事におけ る 工事目的物及び内容を 一般の道路利用者， 沿道住民に対し て ， わか り やす

く 明示する こ と によ り ， 工事の 必要性の理解・ 協力がえ ら れる よ う に標示板を 設置する も のと

する 。  

 

３ ５  歩行者通路の設置 

工事期間中に歩行者通路を 設置する 場合は，適切な 通路幅を 確保する と 伴に車両の交通の用

に供する 部分と の境には， 隙間な く ， さ く 等を 設置し 歩行者用通路を 明確に区分し な け ればな

ら な い。  

ま た ， 歩行者を 通行さ せる 路面は， 凸凹を な く し ， 歩行者の支障と な る 砂利， 採石等を 除

去し な け ればな ら な い。  

ま た ， 勾配が急な 場合は必要に応じ て 階段等を 設け ， 全体の勾配を 緩く する な ど の措置を

講じ ， 転倒等が おき な いよ う 十分に配慮する こ と 。  

 

３ ６  悪天候時及び地震発生時の工事現場の点検 

受注者は， 悪天候時又は震度４ 以上の地震（ 旧労働省労働基準局の通達に基づく 安全衛生法

上の悪天候， 地震） が発生し た 場合， 工事現場内及び周辺を 点検し ， 状況を 監督員に報告する

こ と 。  

ま た ， 点検項目・ 体制・ 連絡系統等を 施工計画書に定める こ と 。  

 

３ ７  事故防止の原則 

受注者は， 建設局「 事故防止大原則」 を 遵守し ， 工事事故の防止に努める こ と 。  

な お， 事故防止大原則は東京都建設局ホ ーム ページ で 閲覧でき る

（ ht t ps : //www. kenset su. met r o. t okyo. l g. j p/appl i /ukeoi /i ndex. ht ml #gensoku）  

 

３ ８  区画線工の施工管理 

現場持込み数量及び工事完了後空缶（ 袋） 数量は， 監督員の確認を 受け る も のと する 。  

 

３ ９  成果品の提出 

受注者は， 工事のし ゅ ん 功検査終了後， 次のし ゅ ん 功図書を 提出する こ と 。  

( 1)  し ゅ ん 功原図（ 上質紙によ る 出力図， マイ ラ ー図） １ 部 

( 2)  工事記録写真 １ 部 



( 3)  電子成果品（ Ｃ Ｄ －Ｒ ） （ 上記（ 1） （ 2） 及び提出書類一式）  １ 部 

   ※電子成果品はPDF形式及びCAD形式と する 。環境設定フ ァ イ ル及び作図要領等は監督員の

指示によ る も のと する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別 紙  

工事施行の適正化に関する 特記仕様書 

 

１  入札・ 契約関係事項 

( 1)  こ の工事の入札( 又は， 見積り の提出) に当た っ て は， 私的独占の禁止及び公正取引の 確

保に関する 法律( 昭和２ ２ 年法律第５ ４ 号) 等に抵触する 行為を 行っ て はな ら な い 。  

( 2)  入札の結果， こ の 工事を 落札し た 場合は， 他の工事案件について 同一の配置予定技術者

を 前提に申込又は指名を 受け て い る と き は， 直ち に， そ の工事案件につい て 適格な 技術者

への変更又は入札の辞退を 申し 出な け ればな ら な い。 た だし ， こ の工事と 他の工事と が兼

任で き る 主任技術者の場合は， こ の限り でな い。  

 

２  受注者の責務 

受注者は， 工事の適切な 履行に関し ， 現場代理人や主任技術者又は監理技術者（ 以下「 監理技

術者等」 と いう 。 ） に任せ切り に せず， 誠意と 責任を も っ て 遂行し な け ればな ら な い。  

 

３  適切な 現場代理人， 監理技術者等の配置 

( 1)  現場代理人は， 受注者と 直接的かつ恒常的な 雇用関係を 有する 者で な け ればな ら な い 。

な お， 監理技術者等と 兼任する 場合は， 監理技術者等の規定を 適用する 。  

( 2)  受注者が事業協同組合の場合にあ っ て は， 配置する 現場代理人及び監理技術者等はそ の

構成員の職員で はな く ， 当該組合と 直接的か つ恒常的な 雇用関係を 有する 者でな け ればな

ら な い。  

( 3)  受注者は， 工事の規模・ 内容等によ り ， 工事の適切な 履行を 確保する 上で必要があ る と

き は， 次の各号に従い， 監理技術者等の職務を 補助する 技術者（ 以下「 補助技術者」 と い

う 。 ） を 配置する も のと する 。  

ア  補助技術者の人数・ 氏名・ 補助業務の内容・ 雇用関係・ 資格等を 記載し た 補助技術者名

簿を 監督員に提出する と と も に，説明を 求めら れた 場合は，こ れに 応じ な け ればな ら な い。  

イ  補助技術者は， 受注者と 雇用関係を 有し て いな け ればな ら な い。  

( 4)  受注者が共同企業体にあ っ て は， 代表者た る 特定建設業者が監理技術者を 設置し ， 全て

の構成員が， 施工する 工事に対応する 許可業種に係る 監理技術者ま た は主た る 工種と 同種

或いは類似する 工事の経験を 有する 主任技術者を 専任で 配置し な け ればな ら な い 。  

 

４   監理技術者等の実質的関与の徹底 

( 1)  監理技術者等は， 施工計画書を 自ら が主体的に作成し な け ればな ら な い 。 ま た ， 施工計

画書の提出に際し て ， 監督員から そ の内容の説明を 求めら れた 場合はこ れに応じ な け れば

な ら な い。  



( 2)  監理技術者等は， 工事の 施工に当た り ， 一般交通や現場周辺への影響に関し て ， 所轄警 

察署等関係機関， 地域住民及び下請負者等に対する 説明， 交渉， 周知等を 主体的に行わな

け ればな ら な い 。  

( 3)  監理技術者等は， 工事の 施工に当た り ， 関係企業者等と の連絡， 調整を 主体的に行う と  

と も に， 必要な 官公署等への届出等を 確実に行わな け ればな ら な い。  

( 4)  監理技術者等は，全体の工事の流れを 常に 掌握する と と も に，日々の工事内容を 把握し ，

作業着手前に作業責任者等に対し ， 作業内容の調整・ 確認及び注意事項等の 周知を 行い ，

作業者全員に伝わる よ う にし な け ればな ら な い。  

( 5)  監理技術者等は， 工事の施工中は適宜現場を 巡回し ， 進行状況・ 作業内容の確認， 安全

管理， 品質管理， 出来形管理な ど を 行い， 必要に応じ 適切な 措置を 講じ な け ればな ら な

い。  

( 6)  監理技術者等は， 補助技術者が配置さ れた 場合にあ っ て は， こ れを 指揮・ 掌握する と と

も に， 監理技術者等と し て の 職務を 補助技術者に任せ切り にせず， 主体的に遂行し な け れ

ばな ら な い。  

 

５  下請負の適正化 

( 1)  下請負者が， 請け 負っ た 工事について 執行調整や施工管理等の管理業務のみを 行い， 工

事業務のほと んど 全て を 再下請負に付する こ と を ， 原則と し て 受注者は認めて はな ら な い。 

( 2)  受注者は， 下請負者の配置技術者に， 受注者自ら の工事はも と よ り ， 他の下請負者の担

当する 工事の管理業務等を 代行さ せて はな ら な い。  

( 3)  受注者は， 歩行者や一般交通な ど 第三者に対する 安全確保について は， 受注者自ら の責

任において 行わな け ればな ら な い。 た だし ， 下請負者が自ら の工事のみを 単独で 実施で き

る 範囲について は， 当該下請負者に行わせる こ と ができ る 。  

( 4)  重機械のオ ペレ ータ ー付き リ ース について は， そ のオペレ ータ ーを 雇用する 者と 下請負

契約を 締結する も のと する 。  

( 5)  受注者は， 主た る 工種に係る 主要な 材料について は， 原則と し て 受注者自ら が調達し な

け ればな ら な い。  

( 6)  受注者が共同企業体であ る 場合は， 共同企業体の行う 取引が構成員個人と し て での取引

ではな く ， 共同企業体と し て の取引で あ る こ と を 明確にする た め， 下請契約は共同企業体

の名称を 冠し ， 共同企業体の名称を 冠し た 代表者及びそ の 他の構成員全員の連名に よ り ，

又は少な く と も 共同企業体の名称を 冠し た 代表者の名義で 締結する こ と 。  

ま た ， 共同企業体の預金口座について は， 共同企業体の名称を 冠し た 代表者名義の別口

預金口座によ る も のと する 。  

 

 



６  施工体制台帳及び施工体系図 

( 1)  受注者は， 工事を 施工する た めに下請契約を 締結する 場合は， 下請金額にかか わら ず全

て の工事において ， 施工体制台帳及び施工体系図を 作成し な け ればな ら な い。  

( 2)  施工体制台帳及び施工体系図( 以下「 施工体制台帳等」 と いう 。 ) には， 実際に工事に従

事し て いる 全て の 下請負者を 漏れな く 記載し な け ればな ら な い。 こ の場合， オペレ ータ ー

付き リ ース 下請負契約はも と よ り ， 建設副産物等の運搬及び交通整理員等の業務委託契約

について も 記載する も の と する 。  

( 3)  施工体制の実態確認に係わる 下請負契約の費用の支払い状況につい て は， 総括監督員及

びそ の上司等から 説明を 求めら れた 場合に， こ れを 証明する 資料の提示な ど によ っ て 応じ

な け ればな ら な い 。  

( 4)  施工体制台帳には， 別に定めた 様式（ 東京都建設局「 受注者等提出書類処理基準・ 同実

施細目（ 別記様式甲第１ ５ ０ 号） 」 ） に基づき 作業員名簿を 添付する も の と する 。  

( 5)  施工体系図の掲示に当た っ て は， 誰も が見やすいよ う に文字の大き さ な ど に留意し な け

ればな ら な い。  

 

７  施工計画書 

( 1)  施工計画書は， 契約の日の翌日か ら 起算し て ， 遅く と も ３ 週間以内に提出し な け ればな

ら な い。 た だし ， 受注者の責に帰さ な い事由によ り ， 期限内の提出ができ な いと き は， 監

督員の指示に従う も のと する 。  

( 2)  大規模工事， 特殊な 工事等で 監督員の承諾を 得た も のについて は， 施工計画書を 段階的

に提出でき る も の と する 。 こ の場合， 最初の施工計画書には， 少な く と も 次の各号に掲げ

る 事項を 記載する と と も に， 前項に基づき 提出し な け ればな ら な い。 な お， 後続の工事に

関する 施工計画書につい て は， 当該工事の施工前に， 工期に遅れが生じ な い期間内又は監

督員の指示する 期日ま で に提出し な け ればな ら な い。  

ア  全体の実施工程の概要 

イ  現場組織・ 施工体制の概要 

ウ  緊急時の体制 

エ 当面実施する 工事の内容 

オ そ の他監督員の指示する 事項 

 

８  工事実績情報の登録 

契約金額が500 万円以上の工事について は， 工事実績情報シ ス テ ム（ コ リ ン ズ ） に基づく 工事 

実績情報の登録を 行う 。  

登録内容について あ ら か じ め監督員の確認を 受け た 後，標準仕様書に示す期間内に一般財団法

人日本建設情報総合セ ン タ ー（ 以下「 JACI C」 と いう 。 ） に登録する 。 ま た ， 登録後は， 登録完



了し た 旨を 監督員に連絡する 。  

【 登録先】 〒107-8416 東京都港区赤坂七丁目10 番20 号 

ア カ サカ セ ブン ス ア ヴ ェ ニ ュ ービ ル 

一般財団法人 日本建設情報総合セ ン タ ー コ リ ン ズ ・ テ ク リ ス セ ン タ ー 

電話 ( 03) 3505-0463 FAX ( 03) 3505-8985 

HP ht t ps : //ct hp. j aci c. or . j p/ 

E-mai l  ct 7h@j aci c. or . j p 

 

９  低入札工事におけ る 増員技術者について  

契約約款第５ ４ 条及び特約条項（ 増員の技術者に関する 特約条項） で定める 増員の技術者に  

ついて は， 以下の各号によ る も のと する 。  

( 1)  増員の技術者は，受注者と の間に直接的かつ恒常的な 雇用関係を 有する 者を 配置し な け れば

な ら な い。 直接的かつ恒常的な 雇用関係を 有する も のと は， 入札の 参加希望申込みのあ っ た 日

以前に， 受注者と の間に３ か月以上の雇用関係を 有する も のを いう 。  

( 2)  増員の技術者は， こ の契約を 履行する に当た り ， 建設業法第２ ６ 条の規定に基づき 設置す 

る 主任技術者又は監理技術者と 同期間， 専任によ り 配置し な け ればな ら な い。  

( 3)  増員の技術者は， 現場代理人及び主任技術者又は監理技術者を 兼ねる こ と はで き な い。  

( 4)  増員の技術者は， 低入札価格調査時以降， 交代する こ と はでき な い 。 た だし ， 東京都工事施 

行適正化推進要綱において ，監理技術者等の交代を 認める 事項に該当する 場合はこ の限り でな

い。  

( 5)  増員の技術者を 通知若し く は配置し な い場合又は監督員が認めな いに も かかわら ず交代し

た 場合は， そ の程度によ り 工事成績を 減点する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別 紙  

情報セ キ ュ リ テ ィ の確保に関する 特記仕様書 

 

１  サイ バーセ キ ュ リ テ ィ ポ リ シ ーを 踏ま え た 業務の履行 

受託者は，東京都サイ バーセ キ ュ リ テ ィ 基本方針及び東京都サイ バーセ キ ュ リ テ ィ 対策基準の 

趣旨を 踏ま え ， 以下の事項を 遵守し な け ればな ら な い。  

 

２  業務の推進体制 

( 1)   受託者は， 契約締結後直ち に委託業務を 履行で き る 体制を 整え る と と も に， 当該業務に関

する 責任者， 作業体制， 連絡体制及び作業場所について の記載並びにこ の 特記仕様書を 遵守

し 業務を 推進する 旨の誓約を 書面にし ， 委託者に提出する こ と 。  

( 2)    委託業務の従事者に対し ， 個人情報及び機密情報の取扱いについて 必要な 教育及び研修を

実施する こ と 。 な お， 教育及び研修の計画及び実施状況を 書面にて 委託者に提出する こ と 。  

( 3)   ( 1) ， ( 2) の事項に変更が生じ た 場合， 受託者は速やか に変更内容を 委託者に提出する こ と 。  

 

３   業務従事者への遵守事項の周知 

( 1)    受託者は， こ の 契約の履行に関する 遵守事項について ， 委託業務の従事者全員に対し 十分

に説明し 周知徹底を 図る こ と 。  

( 2)   受託者は， ( 1） の実施状況を 書面にし ， 委託者に提出する こ と 。  

 

４  秘密の保持 

受託者は， こ の契約の履行に関し て 知り 得た 秘密を 漏ら し て はな ら な い。 こ の契約終了後も

同様と する 。  

 

５   目的外使用の禁止 

受託者は， こ の契約の履行に必要な 委託業務の内容を 他の用途に使用し て はな ら な い。 ま た ， 

こ の契約の履行によ り 知り 得た 内容を 第三者に提供し て はな ら な い。  

 

６   複写及び複製の禁止 

受託者は， こ の契約に基づく 業務を 処理する た め ， 委託者が貸与する 原票， 資料， そ の他貸

与品等及びこ れら に含ま れる 情報（ 以下「 委託者か ら の貸与品等」 と いう 。 ） を ， 委託者の承

諾な く し て 複写及び複製を し て はな ら な い。  

 

７  情報の保管及び管理 

受託者は， 委託業務に係る 情報の保管及び管理に 万全を 期する た め， 委託業務の実施に当た



っ て 以下の事項を 遵守し な け ればな ら な い。  

( 1)   全般事項  

ア  契約履行過程 

( ｱ)   以下の事項について 安全管理上必要な 措置を 講じ る こ と 。  

ａ  委託者から の貸与品等の使用及び保管管理 

ｂ  仕様書等で 指定する 物件（ 以下「 契約目的物」 と いう 。 ） ， 契約目的物の仕掛品及び 

契約履行過程で 発生し た 成果物（ 出力帳票及び電磁的記録物等） の作成， 使用及び保管管   

理 

ｃ  委託者と の受け 渡し に利用する 外部記録媒体の使用及び保管管理（ 受け 渡し の都度， コ  

ン ピ ュ ータ ウ イ ルス チェ ッ ク を 実施する こ と 。 ）  

ｄ  そ の他， 仕様書等で 指定し た も の 

( ｲ)   委託者か ら ( ｱ) の内容を 確認する た め， 委託業務の安全管理体制に係る 資料の提出を 求 

め ら れた 場合は直ち に提出する こ と 。  

イ  契約履行完了時 

( ｱ)  委託者から の貸与品等を ， 契約履行完了後速やか に委託者に返還する こ と 。  

( ｲ)   契約目的物の作成のた めに， 委託業務に係る 情報を 記録し た 一切の 媒体（ 紙及び電磁的 

記録媒体等一切の有形物。 以下「 記録媒体」 と いう 。 ） について は， 契約履行完了後に記 

録媒体上に含ま れる 当該業務に係る 情報を 全て 消去する こ と 。  

ウ  契約解除時 

イ の規定の「 契約履行完了」 を 「 契約解除」 に読み替え ， 規定の全て に従う こ と 。  

エ 事故発生時 

契約目的物の納入前に契約目的物の仕掛品， 契約履行過程で発生し た 成果物及び委託者か 

ら の貸与品等の紛失， 滅失及びき 損等の事故が生じ た と き には， そ の事故の発生場所及び発 

生状況等を 詳細に記載し た 書面を も っ て ， 遅滞な く 委託者に報告し ， 委託者の指示に従う こ  

と 。  

( 2)  個人情報及び機密情報の取扱いに係る 事項 

委託者か ら の貸与品等及び契約目的物に記載さ れた 個人情報は，全て 委託者の保有個人情報 

であ る （ 以下「 個人情報」 と いう 。 ） 。 ま た ， 委託者が機密を 要する 旨を 指定し て 提示し た 情 

報及び委託者か ら の貸与品等に含ま れる 情報は， 全て 委託者の機密情報で あ る （ 以下「 機密情 

報」 と いう 。 ） 。 た だし ， 委託者から の貸与品等に含ま れる 情報のう ち ， 既に公知の情報， 委 

託者から 受託者に提示し た 後に受託者の責めによ ら な いで公知と な っ た 情報，及び委託者と 受 

託者によ る 事前の合意があ る 情報は， 機密情報に含ま れな いも のと する 。 個人情報及び機密情 

報の取扱いについて ， 受託者は， 以下の事項を 遵守し な け ればな ら な い。  

ア   個人情報及び機密情報に係る 記録媒体を ，施錠でき る 保管庫又は施錠及び入退室管理の可 

能な 保管室に格納する 等適正に管理する こ と 。  



イ   ア の個人情報及び機密情報の管理に当た っ て は， 管理責任者を 定める と と も に， 台帳等を  

設け 個人情報及び機密情報の管理状況を 記録する こ と 。  

ウ   委託者から 要求があ っ た 場合又は契約履行完了時には，イ の管理記録を 委託者に提出し 報 

告する こ と 。  

エ  個人情報及び機密情報の運搬には盗難， 紛失， 漏え い等の事故を 防ぐ 十分な 対策を 講じ る  

こ と 。  

オ  ( 1) イ ( ｲ) において ， 個人情報及び機密情報に係る 部分について は， あ ら かじ め消去すべき  

情報項目， 数量， 消去方法及び消去予定日等を 書面によ り 委託者に報告し て ， 委託者の承諾 

を 得る こ と 。  

カ   ( 1) エの事故が， 個人情報及び機密情報の漏え い， 滅失， 毀損等に該当する 場合は， 漏え  

い， 滅失， 毀損し た 個人情報及び機密情報の項目， 内容， 数量， 事故の発生場所及び発生状 

況等を 詳細に記載し た 書面を も っ て ， 遅滞な く 委託者に報告し ， 委託者の 指示に従う こ と 。 

キ   カ の事故が発生し た 場合， 受託者は二次被害の防止， 類似事案の発生回避等の観点か ら ， 

委託者に可能な 限り 情報を 提供する こ と 。  

ク   ( 1) エの事故が発生し た 場合， 委託者は必要に応じ て 受託者の名称を 含む当該事故に 係る  

必要な 事項の公表を 行う こ と がで き る 。  

 

８   再委託の取扱い  

( 1)  受託者は， こ の契約の履行に当た り ， 再委託を 行う 場合には， あ ら か じ め 再委託を 行う 旨を  

書面によ り 委託者に申し 出て ， 委託者の承諾を 得な け ればな ら な い。  

( 2)  ( 1) の書面には， 以下の 事項を 記載する も のと する 。  

ア  再委託の理由 

イ  再委託先の選定理由 

ウ  再委託先に対する 業務の管理方法 

エ  再委託先の名称， 代表者及び所在地 

オ  再委託する 業務の内容 

カ   再委託する 業務に含ま れる 情報の種類（ 個人情報及び機密情報につい て は特に明記する こ  

と 。 ）  

キ   再委託先のセ キ ュ リ テ ィ 管理体制（ 個人情報， 機密情報， 記録媒体の保管及び管理体制に  

ついて は特に明記する こ と 。 ）  

ク   再委託先がこ の特記仕様書の１ 及び３ か ら ７ ま でに定める 事項を 遵守する 旨の誓約 

ケ   そ の他， 委託者が指定する 事項 

( 3)    こ の特記仕様書の１ 及び３ から ７ ま で に定める 事項について は， 受託者と 同様に， 再委託

先において も 遵守する も のと し ， 受託者は， 再委託先がこ れを 遵守する こ と に関し て 一切の

責任を 負う 。  



９   実地調査及び指示等 

( 1)   委託者は， 必要があ る と 認める 場合には， 受託者の作業場所の実地調査を 含む受託者の作業 

状況の調査及び受託者に対する 委託業務の実施に係る 指示を 行う こ と がで き る 。  

( 2)   受託者は， ( 1) の規定に基づき ， 委託者から 作業状況の調査の実施要求又は委託業務の実施 

に係る 指示があ っ た 場合には， そ れら の要求又は指示に従わな け ればな ら な い。  

( 3)   委託者は， ( 1) に定める 事項を 再委託先に対し て も 実施でき る も のと する 。  

 

１ ０  情報の保管及び管理等に対する 義務違反 

( 1)  受託者又は再委託先において ，こ の特記仕様書の ３ から ９ ま でに定める 情報の保管及び管理 

等に関する 義務違反又は義務を 怠っ た 場合には，委託者は，こ の契約を 解除する こ と ができ る 。 

( 2)  ( 1) に規定する 受託者又は再委託先の義務違反又は義務を 怠っ た こ と によ っ て 委託者が損 

害を 被っ た 場合には， 委託者は受託者に損害賠償を 請求する こ と ができ る 。 委託者が請求する

損害賠償額は， 委託者が実際に被っ た 損害額と する 。  

 

１ １  運搬責任 

こ の契約に係る 委託者か ら の貸与品等， 個人情報及び契約目的物の運搬は， 別に定める も  

のを 除く ほか受託者の責任で 行う も のと し ， そ の経費は受託者の負担と する 。  

 


